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令和４年　　　新年のごあいさつ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
市
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
や
他
県
と
の

往
来
自
粛
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
感
染
防

止
対
策
へ
の
ご
理
解
と
、
医
療
従
事
者
な

ど
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
き
ま
し
て
も
、

着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

感
染
防
止
対
策
に
万
全
を
尽
く
す
と
と
も

に
、
経
済
対
策
や
生
活
支
援
策
な
ど
に
機

を
逸
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
み
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た

施
策
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
は
、
昨
年
の
市
制
施
行
70

周
年
と
い
う
節
目
を
経
て
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
「
日

向
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
地
元
に
残

り
、
帰
り
た
く
な
る
よ
う
な
、
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
心
豊
か
な
日
向
市
」
の
実
現
に
向

け
て
、
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
第
２
次
日
向

市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
に
加
え
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
原
動
力
と
な
る
「
若
者
」
と
「
女
性
」
に

焦
点
を
当
て
「
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
と
「
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
充
実
」

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
計
画
に
掲
げ
る
「
未
来
へ
つ

な
げ
る
人
づ
く
り
」、「
活
力
を
生
み
出
す

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」、「
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

地
域
共
生
の
社
会
づ
く
り
」、「
自
然
豊
か

で
快
適
な
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
時
代
の
流
れ
を

的
確
に
と
ら
え
な
が
ら
、
日
向
市
の
新
た

な
未
来
に
向
か
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
う
市

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
が
健
や

か
な
一
年
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
強
く
願

い
ま
す
と
と
も
に
、
新
年
が
笑
顔
あ
ふ
れ

る
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
、
市
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
感
染
症

対
策
と
隣
り
合
わ
せ
の
不
安
な
日
々
が
続
い

た
一
年
で
あ
り
、
社
会
全
体
が
対
面
の
機
会

を
大
幅
に
制
限
さ
れ
「
つ
な
が
る
」
機
会
が

激
減
し
た
年
で
あ
っ
た
一
方
で
、
日
向
市
市

制
施
行
70
周
年
と
い
う
喜
ば
し
い
節
目
を
迎

え
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
ど
う
向
き

合
い
、
市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
ど
う

行
動
す
べ
き
か
を
重
要
視
し
ま
し
た
こ
と

か
ら
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
所
要
の

調
査
を
行
い
、
今
後
は
そ
の
検
証
を
重
ね

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
の
外
出
自
粛
を
受

け
、
音
声
を
即
座
に
文
字
に
変
換
で
き
る

文
字
変
換
ア
プ
リ
（
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
）
を
活

用
し
、
議
場
内
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生
配
信
映
像
に
字
幕
を
表

示
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ

り
、
議
会
傍
聴
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
議

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
市
で
は
「
第
２
次
日
向
市
総
合

計
画
・
後
期
基
本
計
画
」
の
重
点
戦
略
と
し

ま
し
て『
若
者
と
女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち“
日

向
”
未
来
づ
く
り
戦
略
』
を
掲
げ
て
お
り
、

市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
全
国
的
な
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
方
で
は
若
者

の
都
市
部
へ
の
流
出
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
市
内
の
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
日
向
に
対
す

る
若
者
の
様
々
な
想
い
や
要
望
な
ど
貴
重
な

ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
議
会
活
動
な

ど
に
積
極
的
に
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
に

的
確
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
研
鑽
に
努
め
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
市
政
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

米ノ山展望台から望む朝日

日向市議会議長

黒木 高広
日向市長

十屋 幸平
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本市は、今年４月に市制施行 70 周年を迎えました。
11 月 20 日に記念式典が開催され、これまで本市の
発展に貢献された方々への表彰や新成人２人による日
向市未来宣言が行われ、新たな歩みを踏み出しました。

日向市市制施行 70 周年を迎える

昨年も、国内で第３波～第５波と新型コロナウ
イルス感染症は猛威を振るいました。本市にお
いてもクラスター発生等により感染者数が増加
し、８月には「まん延防止等重点措置」が適用
され、一昨年からの感染者累計は 300 人を超
えることとなりました。移動自粛や会食制限な
ど、長期間に渡る行動制限により、さまざまな
業種が経営に大きな打撃を受け、市民生活にも
多大な影響を及した１年でした。一方、ウィズ
コロナの鍵となるワクチン接種については、希
望者への接種が全国的に実施され、本市におい
ても大規模接種会場を設置するなど、12 歳以
上の希望者への接種が 11 月に概ね完了。その
後、３回目の接種に向けた準備が着々と進んで
います。新型コロナの対応に追われた１年でし
たが、治療やワクチン接種等にご尽力いただき
ました関係者の皆さん、また、感染防止対策を
はじめ様々な行動制限にご協力いただきました
市民の皆さん、本当にありがとうございました。

新型コロナウイルス感染症の影響で１年延期となった
東京 2020 オリンピック聖火リレーが４月 25 日に開
催され、大御神社で点火された聖火が 16 人のランナ
ーによってお倉ヶ浜総合公園まで運ばれました。

希望をつなぐオリンピック聖火リレー開催
７月３日から 10 月 17 日の 107 日間にわたり「第
35 回国民文化祭 2020・第 20 回全国障害者芸術・文
化祭みやざき大会」が開催。本市でも８つの分野別フ
ェスティバルが行われ、芸術・文化を発信しました。

本県初開催「国文祭・芸文祭みやざき 2020」

プロ野球・東京ヤクルトスワローズに所属する青木宣
親選手に「日向市民栄誉特別賞」が贈られました。青
木選手は、平成 20 年（2008 年）に市民栄誉賞、平成
30 年（2018 年）に市民栄誉特別賞を受賞しています。

青木宣親選手に２度目の市民栄誉特別賞
細島工業団地への進出に向け、４社が立地協定を調印。
細島港では、16 号岸壁整備が進むとともに新たに 2
社の流通関連施設が完成するなど、雇用や物流面にお
いて今後の更なる発展が期待されます。

細島港で企業立地や岸壁の整備が進む

令和２年度から工事が進められていた細島小学校の新
校舎が完成し９月に供用を開始。令和４年度からは、
細島公民館と細島地区コミュニティセンターの機能を
併せた施設として、効果的な活用が期待されます。

細島小学校が複合施設として完成
市民に夢と希望を与え、社会に進歩と活力をもたらし、
広く市民に敬愛される方に対し、その栄誉を称える「日
向市民栄誉賞」が医療機器メーカー・メディキットグ
ループ創業者の中島弘明さんに贈られました。

中島弘明さんに日向市民栄誉賞

本市の地域経済の発展やイメージアップ、地域活力の向
上などの推進に著しく貢献したと認められる個人や団体
を顕彰する「青の国大賞」に古澤巖さん、俵万智さん、
大口玲子さん、笹公人さん、西島数博さんが選ばれました。

「青の国大賞」に古澤さんら５人選出

日向市と中国山東省
い ぼ う

坊市が友好都市の盟約を締結し
て 35 周年を迎え、７月８日に今後の更なる交流の促
進などについての覚書を締結。また、８月には医療用
マスク３万枚と保護服 1500 セットが寄贈されました。

坊市との友好都市締結 35 周年を迎える

新型コロナの対応に追われた 1 年

４月１日から運営形態を変更し新たにスタートした
「日向市立東郷診療所」。10 月からは訪問看護の 24
時間サービスを開始。今後も地域住民が安心して暮ら
せるよう地域に根差した医療の提供に取り組みます。

東郷病院が東郷診療所として運営を開始

２０２１年を
振り返る

昨年は皆さんにとってどのような年でしたか。
出来事を振り返ります。

※日向市市制施行70周年記念式典および表彰受賞者については、６～９㌻で詳しく紹介しています。
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古澤　巖 さん（62 歳・東京都在住）　ヴァイオリニスト

平成６年（1994 年）に「にじいろ音楽会」に参加・協力したことをきっかけに、本市と長年
の交流が続いており、休校中の美々津小学校田の原分校でのミュージックキャンプや大御神
社でのヴァイオリンコンサートなどを継続して開催。来市の際には、福祉施設等での慰問演
奏を行うなど、地域に根差した音楽活動を続けている。平成 27 年（2015 年）から「日向へ
べす大使」に就任し、日向市特産の「へべす」はもとより、「食」「サーフィン」「お倉ヶ浜」
等の素晴らしさを広く紹介するなど、本市のＰＲ、知名度アップに大きく貢献している。

俵　万智 さん（58 歳・宮崎市在住）　歌人

第一歌集「サラダ記念日」が 280 万部のベストセラーとなり社会現象を巻き起こす。平成 18 年
（2006 年）に「第 11 回若山牧水賞」、令和３年（2021 年）には短歌界では最も権威のある「迢空賞」
を受賞するなど、現代短歌の先駆けとして活躍中。本市の「牧水・短歌甲子園」では第２回大
会から審査員を務めるとともに、「牧水・短歌甲子園」や「若山牧水」に関する情報発信を行う
など、牧水のふるさと日向市のＰＲに大きく貢献している。また、本市プロモーション事業「ヒ
ュー！日向　ヒュー！短歌」の制作に携わるなど、観光振興においても多大な協力をしている。

大口　玲子 さん（52 歳・宮崎市在住）歌人

「牧水・短歌甲子園」の第１回大会から審査員を務め、平成 24 年（2012 年）には「第 17 回
若山牧水賞」を最年少で受賞するなど本市との縁が深い。フェイスブックや新聞等を通じて
「牧水・短歌甲子園」を広く情報発信し、牧水のふるさと日向市のＰＲに貢献している。また、
今年開催された「国文祭・芸文祭みやざき 2020」において、県事業の「全国高校生みやざき
短歌甲子園」の審査員をはじめ、「大人のための短歌超入門」のトークイベントやワークショ
ップに参加するなど「短歌県・みやざき」の推進にも大きく貢献している。

笹　公人 さん（46 歳・東京都在住）　歌人・ミュージシャン

平成 15 年（2003 年）に上
じょうし

梓した第一歌集「念力家族」がＮＨＫでドラマ化されるなど、独
特の世界観から発表される作品は、各界の著名人から高い評価を得ており、テレビ、ラジオへ
の出演のほか、複数の雑誌に連載を持つなど活躍中。「牧水・短歌甲子園」では第２回大会か
ら審査員を務め、非常にユニークでわかりやすい審査コメントは、大会に出場した高校生や観
客の共感を得ている。フェイスブックやツイッターをはじめ、新聞等のメディアを通じて「牧
水・短歌甲子園」の情報を発信するなど、牧水のふるさと日向市のＰＲに大きく貢献している。

西島　数博 さん（50 歳・東京都在住）　バレエダンサー

本市出身の日本を代表するバレエダンサー、俳優、振付家。今年７月に行われた「国文祭・
芸文祭みやざき 2020」のオープニングイベントに出演したほか、スーパー神話ミュージカル
「ドラマティック古事記」シリーズ公演では、芸術監督・演出・振付・出演を務めるなどマル
チな才能を発揮している。平成 30 年（2018 年）から「日向市観光大使」に就任。さらに「み
やざき大使」にも任命され、本市並びに本県の魅力を全国に発信している。また、地元の子
どもたちに夢に向かって努力する大切さを講演するなど、キャリア教育にも貢献している。

血管カテーテルの専門メーカー「メディキットグル
ープ」の創業者として、世界初となる製品の開発や
改良などに取り組み、患者や医師の負担軽減に尽力。
業界のリーディング企業としての地位を確立すると
ともに、700 名を超える従業員を地元から雇用する
など、地域づくりにも大きな役割を果たしている。
また、ルノワールや横山大観などの著名な芸術家の
作品を多数展示する、県北地域初の美術館「中島美
術館」の創設や、若手芸術家の育成、市内の県立高
等学校に通学する生徒等を対象とする給付型奨学金
事業を行う「一般財団法人中島育英奨学会」の設立
など、本市の産業、学術、芸術、文化、教育等の幅
広い分野において多大な貢献をしている。

中島　弘明 さん

（39 歳　東京都在住）

プロ野球選手

東京ヤクルトスワローズの外野手として､ ３年連
続で首位打者などの主要タイトルを獲得したほか、
WBC日本代表メンバーとしても目覚ましい活躍を
見せ日本中を沸かす。平成 24 年（2012 年）から６
年間、メジャーリーグの大舞台で活躍後、平成 30 年
（2018 年）に東京ヤクルトスワローズに復帰し、３
年連続チームトップの打率を記録したほか、令和３
年（2021 年）５月には日本人選手史上４人目の日米
通算 2500 安打を達成。その後もチームの主力として
活躍し、６年ぶりのリーグ優勝に貢献した。帰省の
際には野球教室を開催するなどの活動を続けており、
野球少年少女や野球ファンだけでなく､ 多くの市民
に夢と希望と感動を与えている。

日向市民栄誉特別賞

青木　宣親 さん

（86 歳・日向市在住）

医療器機メーカー創業者

日向市民栄誉賞

　
日
向
市
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
が

11
月
20
日
、
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
十
屋
幸
平
市
長
が
「
こ
の
節

目
の
年
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
未

来
へ
と
つ
な
げ
、
人
と
人
、
さ
ら
に
は
市

の
魅
力
と
新
た
な
価
値
と
が
つ
な
が
っ
て

い
く
出
発
点
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
な
が
ら
、
本
市
の
魅
力
を
よ
り
一

層
高
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
市
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ

た
方
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
自
治
功
労
者

や
一
般
功
労
者
、
特
別
表
彰
、
特
別
功
労

者
表
彰
（
１
５
７
人•

33
団
体
）
と
青

の
国
大
賞
顕
彰
（
大
賞
５
人
、
優
秀
賞
１

人
、
奨
励
賞
１
人
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
社

会
に
進
歩
と
活
力
を
も
た
ら
し
た
方
に
贈

ら
れ
る
日
向
市
民
栄
誉
賞
が
メ
デ
ィ
キ
ッ

ト
グ
ル
ー
プ
創
業
者
の
中
島
弘
明
さ
ん
に

贈
ら
れ
、
プ
ロ
野
球
・
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ

ー
ズ
の
青
木
宣
親
選
手
に
、
２
度
目
と
な

る
日
向
市
民
栄
誉
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
中
島
弘
明
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
日
向
市

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
挑
戦
を
し
て

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
日
向
市
未
来
宣
言
」
が
行
わ

れ
、
令
和
２
年
度
に
成
人
を
迎
え
た
２
人

が
未
来
へ
の
力
強
い
決
意
を
述
べ
、
式
典

は
終
了
し
ま
し
た
。

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

未
来
へ
と

歩
み
を
つ
な
ぐ

青の国大賞



　日向市は、朝日が輝く綺麗な海と季節に合わせて色を変える
美しい山々など豊かな自然に恵まれているだけでなく、道で会
ったら挨拶するなど地域の人たちの優しさと温かい人柄があふ
れるまちです。そんな日向市で私は伸び伸びとここまで成長す
ることができました。さらに、歌人「若山牧水」や美々津の町
並みなどに代表される素晴らしい文化・歴史資源があり、日向
市は私たちの自慢の故郷です。
　また、市役所の庁舎が新しくなったり、お倉ヶ浜海岸が世界
ジュニアサーフィン選手権の会場になったりと、ますます賑わ
いを見せ、「リラックスサーフタウン日向」やヒュー日向のロゴ
なども定着してきたように感じます。
　こうした中、昨年から蔓延している新型コロナウイルスによ
り、私たちはマスク着用が当たり前の生活となりました。故郷
から離れた家族や友人に会うことが憚

はばから
られ、週末の街は閑散と

してしまいました。この不透明な社会や未来に対し、飲食店の
方々をはじめ多くの方々が不安を感じていると思います。
　このような未曾有の事態を受けて、私は自分の行動１つひと
つに責任を持たなければならないと思いました。多様な考え方
がある中で、周りに流されない強い意志を持つことが大事だと
気づきました。
　日向市が誕生して 70年という記念すべき年に私はもう一度
自分を見つめなおしてみることにしました。未来はどうなって
いくのか、私の夢はどうなるのかと。昨年までの私だったら、
こんなことを思いもしなかったことでしょう。
　今の自分にできることを自分なりに頑張ろうという気持ちに
なったのはここ近年、コロナ禍により私たちの生活が大きく変
化し、苦しい時期が続いたからです。こういう時期だからこそ
『人と人とのつながり』がとても大事だと思います。会えなくて
も心はつながっていられることや、年齢を問わずに行き交う場
所や新しい生活、働き方、暮らし方といった多様性を認め合う
場所などが、増えていくといいと思います。
　こういったことで、交流を深め、また街に賑わいが戻り、私
たち一人ひとりが、今日より明日の笑顔が美しくあり続けられ
るように、強い意志を持って、若者が中心となり日向市の明る
い未来を築いていくことを誓います。

令和３年11月 20日
松葉　春奈　佐藤　瀬

せ れ な
麗奈9　　　2022. １ 2022. １　　　8

◉
自
治
功
労
者
表
彰
（
１
０
４
人
）

　
行
政
分
野
に
お
い
て
、
市
政
発
展
の
主
軸
と
な

っ
て
活
躍
さ
れ
る
な
ど
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

【
市
議
会
議
長
の
職
】　
畝
原
幸
裕
／
黒
木
高
広

【
市
議
会
副
議
長
の
職
】　
海
野
誓ち

か
お生
／
柏
田
公

和
／
黒
木
金
喜
／
黒
木
万
治

【
市
議
会
議
員
の
職
、
満
30
年
以
上
】

西
村
豪お

さ
む武

【
市
議
会
議
員
の
職
、
満
20
年
以
上
】　
岩
切
裕ゆ

た
か

／

日
髙
一
直

【
市
議
会
議
員
の
職
、満
12
年
以
上
】
木
田
吉
信
／

黒
木
末
人
／
近
藤
勝
久
／
松
葉
通
明
／
溝
口
孝た

か
し

【
市
長
の
職
】　
黒
木
健
二

【
副
市
長
の
職
】　
伊
藤
惇
一
／
小
林
隆
洋
／
坂
元

修
一

【
教
育
長
の
職
】　
北
村
秀
秋

【
教
育
委
員
会
委
員
の
職
】　
岡
田
基
継
／
長
谷
川

実み
と
し利

【
公
平
委
員
会
委
員
の
職
】　
山
元
和
子

【
農
業
委
員
会
委
員
の
職
】　
海
野
二ふ

み

お
三
生
／
児
玉

恭
司
／
股
野
満
男
／
松
木
久ひ

さ
み己

【
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
の
職
】　
青
木
昭あ

き
ら

／
田
中

昭
子
／
松
木
真
一

【
日
向
延
岡
新
産
業
都
市
計
画
事
業
財
光
寺
南
土

地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
の
職
】　
黒
田
　
礼れ

い

三ざ
ぶ

郎ろ
う

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
職
、
満
20
年
以
上
】　

（
故
）
川
井
待ま

つ
お雄

／
川
元
正ま

さ
と
も共

／
柴
田
順
一
／
疋

田
義
男

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
職
、
満
12
年
以
上
】　

青
木
惇
子
／
壹
岐
優
子
／
岩
木
惠
子
／
遠
藤
き
よ

子
／
尾
﨑
盛
明
／
甲
斐
貞
次
／
甲
斐
千
賀
子
／
甲

斐
常
夫
／
甲
斐
敏
治
／
川
上
波
子
／
河
野
泉
／
川

野
系
子
／
黑
木
佐
代
子
／
黒
木
壽
賀
子
／
小
坂
昌

臣
／
齊
藤
義た

だ
し
／
佐
藤
寛ひ

ろ
し
／
佐
保
恭や

す
ひ
ろ博
／
（
故
）
髙

橋
彰
一
郎
／
寺
原
洋
子
／
寺
町
セ
ツ
子
／
中
村
春

美
／
橋
口
克
義
／
林
田
憲
子
／
福
永
俊
子
／
三
木

修
一
／
安
田
三
保
／
山
本
ミ
ヨ
子
／
若
田
米
一
／

若
藤
拓
男

【
消
防
団
長
、
副
団
長
、
分
団
長
の
職
、
満
20
年

以
上
】
日
髙
繁
憲
／
藤
宗
和か

ず
し史

／
帆
足
武
男

【
消
防
団
長
、
副
団
長
、
分
団
長
の
職
、
満
12
年

以
上
】
河か

わ
の埜

幸
久
／
黒
木
誠ま
こ
と／
髙
山
修お

さ
む

／
和
田
和

夫【
学
校
医
の
職
、
満
20
年
以
上
】

家
村
文
夫
／
今い

ま
き
い
れ

給
黎
承さ

と
る

／
大
平
卓た

か
し

／
（
故
）
緒

方
衟
治
／
尾
﨑
峯
生
／
鮫
島
貴た

か
し

／
鮫
島
仁ま

さ
ひ
こ彦

／
椎

葉
睦
生
／
田
代
慎
二
郎
／
千
代
反
田
晋す

す
む

【
学
校
医
の
職
、
満
12
年
以
上
】　
青
栁
淳
太
郎
／

高
橋
圭
三
／
竹
中
美
香
／
中
村
剛
之
／
水
野
智
秀

【
学
校
歯
科
医
の
職
、
満
20
年
以
上
】
鮫
島
晶あ

き
ら

／

関
本
信
之
／
土
田
孝
男
／
長
友
秀
澄
／
治
田
達

見
／
三
股
政
夫
／
山
下
秀
和

【
学
校
歯
科
医
の
職
、
満
12
年
以
上
】

大
川
浩
史
／
（
故
）
東
村
節
男
／
三
股
保
夫

【
学
校
薬
剤
師
の
職
、
満
20
年
以
上
】　
江
藤
憲

治
／
猿
川
隆
文
／
松
崎
英
子

【
学
校
薬
剤
師
の
職
、
満
12
年
以
上
】　
板
東
真ま

理り

光こ

／
福
森
星し

ょ
う
こ子

／
山
下
泰
弘

【
区
長
公
民
館
長
の
職
、
満
12
年
以
上
】　
黒
木

勇い
さ
む／

柳
田
有あ
り
よ
し良

◉
一
般
功
労
者
表
彰
（
48
人
・
15
団
体
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
顕
著
な
功
績
が
あ
り
、
市

政
の
発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
。（
五
十
音

順
・
敬
称
略
）

【
産
業
・
経
済
・
観
光
部
門
】　
金
丸
政ま

さ
し司
／
厚
東

貞
治
／（
故
）兒
玉
勇い

さ
む
／
都
甲
哲
郎
／
渡わ

た
べ部
照
男
／

日
向
市
歴
史
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
平
兵

衛
さ
ん
の
会
」
／
日
向
十
五
夜
祭
り
奉
賛
会
／
細

島
み
な
と
祭
り
実
行
委
員
会
／
ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
実
行
委
員
会

【
福
祉
・
衛
生
部
門
】　
古
賀
正
広
／
瀧
井
優ま

さ
る／
永
山

よ
り
子
／
松
葉
修お

さ
む／
三
股
俊
夫
／
森
迫
建た

つ
ひ
ろ博
／
渡
辺

命み
ょ
う
へ
い
平
／
医
療
法
人
向
洋
会
／
医
療
法
人
誠
和
会
／
医

療
法
人
社
団
慶
城
会
／
社
会
福
祉
法
人
玉
峰
会
／
社

会
福
祉
法
人
立
縫
会
／
社
会
福
祉
法
人
ひ
ま
わ
り

会
／
日
向
市
福
祉
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

【
生
活
安
全
・
更
生
部
門
】　
足
立
佳
代
／
岩
見
次つ

ぎ

夫お

／
小
野
今
朝
光
／
甲
斐
喜
德
／
金
丸
秀
裕
／
河
野

民た
み
と
し利
／
河
埜
敏
彦
／
黒
木
耕
作
／
黒
木
久
典
／
黒
木

英
行
／
黒
木
康
夫
／
黒
木
幸
男
／
児
玉
典
子
／
塩
月

智
惠
子
／
鈴
木
圭け

い
せ
い生
／
（
故
）
田
中
國
昭
／
谷
山
ヒ

ト
ミ
／
津
曲
俊
郎
／
寺
原
政
志
／
富
山
榮
子
／
直
野

義
久
／
中
西
八
千
代
／
新
名
惠
美
子
／
新
名
勝
彦
／

新
名
敏
文
／
西
友
三
郎
／
治
田
幹
生
／
（
故
）
松
岡

宏
臣
／
松
木
政
司
／
森
川
義
勝

【
教
育
・
体
育
・
文
化
部
門
】
小
川
新
一
郎
／
瀧

甲斐　靖朗 さん（77 歳・日向市在住）

平岩区長会会長や平岩まちづくり協議会会長などの要職を歴任し、平岩地区の地域振興、環
境美化、児童生徒の健全育成等、長きにわたり地域活性化活動に取り組んでいる。特に、「金
ヶ浜ビュー園地」の開墾では、中心的役割を果たし、国道 10 号から望む太平洋の眺望は、本
市のイメージアップにつながっている。また、同園地に季節の花々を植栽し景観づくりに取
り組むなどの活動が評価され、平岩まちづくり協議会として、令和元年に「第 29 回全国花の
まちづくりコンクール」の団体部門で入選を果たした。

井上　一希 さん（22 歳・日向市在住）堂宮大工

中学生の頃からものづくりに興味を覚え、人の役に立つものを作り利用してほしいとの思いから、
ぷらっとバス停待合の長椅子や公民館の椅子、ごみステーションの柵、無人販売所の商品棚など
を製作しては寄贈する活動を続け、地域に貢献している。高校２年生のときに作った「日向市駅」
の駅舎模型は、「日向市美術展覧会工芸・彫刻部門」で見事特選を受賞したほか、宮崎県産材の
ＰＲ活動の一環として東京のイベント会場でも展示された。堂宮大工となった今も、日本の伝統
木工技法である組子細工を用いた創作活動に取り組んでおり、県内外で高い評価を得ている。

青の国「優秀賞」

青の国「奨励賞」

日向市未来宣言

井
修お

さ
む

／
水
野
キ
ヨ
ミ
／
山
本
忠
義

【
土
木
・
建
設
部
門
】　
武
田
光こ
う
じ史
／
山
口
ひ
ろ
こ

【
市
民
協
働
部
門
】　
塩
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
／

東
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
／
平
岩
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
／H
O
SO
SH
IM
A

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

◉
特
別
表
彰
（
４
人
）

　
本
市
出
身
ま
た
は
ゆ
か
り
が
深
く
、
市
政
の
進

展
や
知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
皆
さ
ん
。（
五
十

音
順
・
敬
称
略
）

甲
斐
好
美
／
髙
尾
宏
明
／
長
池
玲れ

み

な
美
菜
／
三
樹
加
奈

◉
特
別
功
労
者
表
彰
（
１
人
・
18
団
体
）

　
寄
付
や
寄
贈
に
よ
り
、
市
政
の
発
展
な
ど
に
貢

献
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
。（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

渡
邊
康
久
／
味
岡
株
式
会
社
／
株
式
会
社
ケ
ー
ブ

ル
メ
デ
ィ
ア
ワ
イ
ワ
イ
／
株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬

品
／
株
式
会
社
ジ
ュ
ア
ル
デ
ィ
／
株
式
会
社
力
興

業
／
株
式
会
社
松
葉
工
務
店
／
株
式
会
社
丸
誠
電

器
／
倉
本
鐵
工
株
式
会
社
／
セ
ン
コ
ー
株
式
会

社
／
八
興
運
輸
株
式
会
社
／
日
向
管
工
事
協
同
組

合
／
日
向
測
量
設
計
株
式
会
社
／
日
向
東
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
／
日
向
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
／
平
和

リ
ー
ス
株
式
会
社
／
本
町
商
店
街
振
興
組
合
／
明

治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
宮
崎
支
社
／
有
限
会

社
シ
ュ
ウ
ス
イ
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島4区でバイオマス発電事業
日向バイオマス発電㈱と立地協定細

態系を支える藻場の再生へ
ウニの除去や藻場を観察

　11月24日、宮崎海洋高校の生徒６人が平岩港周
辺で藻場再生活動を体験。平岩港周辺では、全国的
な問題である藻場の消失の改善に25年前から取り組
んでおり、11年前に地元漁業者を中心とする平岩採

さい

介
かい

藻
そう

グループを結成して本格的に活動しています。
生徒らは同グループの案内を受けながら海藻を食害
するウニの除去や藻場の観察を行いました。廣

ひろかわ

川
七
ななみ

瞳さんは「思ったよりウニが多くてびっくりした。
藻場の再生につながる素晴らしい取り組みで、続け
ることが未来につながると思う」と話していました。

生

　11月25日、市は、大阪ガスや伊藤忠商事などが
出資する日向バイオマス発電株式会社（本社：大
阪市）と企業立地協定を締結しました。令和６年
11月の操業を目指し、細島４区工業団地内に出力
50MWのバイオマス発電所を建設する計画で、直
接雇用と運転・保守や荷役の委託を合わせ、20～
30人の新規雇用を見込んでいます。揚

あげ

鋼
こういちろう

一郎代表
取締役は本市での事業について「燃料の輸入に適し
た細島港や宮崎県の木材を活用できるなどバイオマ
ス発電にうってつけの場所」と話していました。

ラックスベンチを制作
サーフタウン日向を推進

　11月21日、日向市倫理法人会が日向市市制施行
70周年を記念したイベント「サーフタウン日向のリ
ラックスベンチをみんなでつくろう」を日向市駅高
架下で開催。親子連れなどおよそ30人が参加し、グ
ループ毎に協力しながら会員が加工した木材を丁寧
に組み立てていました。日知屋東小３年の渡部紗

さ な

菜
さんは「ねじを回すとき他の場所にいったりして難
しかった。みんなにいっぱい使ってほしい」と話し
ていました。作成したベンチは全部で８脚で、金ヶ
浜のタブ峠の花畑などに設置されました。

リ

ウニ除去活動を体験する宮崎海洋高校生

協力してベンチを組み立てる参加者

協定書を手にする揚鋼一郎代表取締役（中央左）と十屋市長（中央右）

まちの話題T O P I C S

の中から映画を鑑賞
ウィズコロナの楽しみ方

　12月10日・11日、大王谷運動公園の駐車場を会
場に株式会社延岡シネマが「映画と音楽とまちのに
ぎわい映画祭 inひゅうが～ドライブインシアター
と音楽とマルシェ」を開催。ドライブインシアター
とは、車の中から巨大スクリーンに映った映画を鑑
賞するもので、音声はＦＭラジオを通して提供され
るため、臨場感のある映画鑑賞ができます。富高小
学校３年の蛯原甘

かんな

奈さんは「これまでコロナの影響
で映画館に行けなかったけど、今日は車の中で安心
して見れて楽しかった」と話していました。

車

メダリストが小中学生に講演
諦めない心の大切さを伝える

　11月30日、日向青年会議所の主催による東京オリ
ンピック女子ソフトボール日本代表の後藤希

み う

友選手
（トヨタ自動車レッドテリアーズ所属）の講演会が市
内５つの小中学校でオンラインで行われました。後
藤さんは、オリンピックでの心境や学生時代の夢な
どを交えながら諦めない心を持つ大切さを訴え、「夢
や目標を口に出すことが大事」と話しました。財光
寺中３年の夏秋徹也さんは「後藤さんの前向きな姿
勢が印象的だった。自分もしっかりと目標をもって
取り組んでいきたい」と話していました。

金

害への備えなどを学ぶ
防災観光交流バスツアーを開催

　11月27日、日向市国際交流まちづくり推進協議
会が防災観光交流バスツアーを開催し、市内企業３
社から外国人10人が参加。まず、防災推進課の職
員の説明で、地震や津波の特徴、避難方法、日頃の
備えなどを学習し、防災マップを使って自宅からの
避難場所も確認。その後、実際に曽根避難タワーや
切島山２区避難山に登りました。また、願いが叶う
クルスの海や大御神社では、日向市の観光スポット
を楽しみながらお互いに写真を撮り合うなど、参加
者全員で交流することができました。

災

避難タワーから位置関係などを確認する参加者

オンラインで行われた後藤希友選手（モニター右）の講演会

車内から大型スクリーンに映し出された映画を鑑賞
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市
所
有
の
土
地
を
一
般
競
争
入
札

で
公
売
し
ま
す
。
一
般
競
争
入

札
と
は
、
一
定
条
件
を
満
た
せ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
入
札
方
法
で
、
最
低
入

札
価
格
以
上
で
、
最
も
高
い
価
格
を
付
け

た
人
が
購
入
者
と
な
り
ま
す
。

◉
申
込
期
間
　
１
月
31
日
㈪
ま
で

◉
入
札
日
時
　
２
月
18
日
㈮

◉
入
札
会
場
　
市
役
所
２
階
入
札
室

　
物
件
の
詳
細
や
参
加
条
件
、
申
込
方
法

な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
資
産
経
営
課
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

係
☎
66
・
１
０
１
３

最低入札価格 12,800,000 円

所在地
上町 10736 － 18

（仮換地指定地番：11 街区５番）

土地面積
208.73㎡

（仮換地権利地積として）
登記地目 雑種地（現況：宅地）

備考
日向市駅周辺土地区画整理事業施行
中，市街化区域・商業地域・準防火地域，
建ぺい率：80％，容積率：400％
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hyugacity.jp

まちの動き
市 政

Spot

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

受付期間は1月11日から28日まで

令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）４
月
１
日

付
採
用
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

【
勤
務
条
件
】

◉
給
与
　
行
政
職
給
料
表
に
基
づ
く
給
与

の
支
給
と
な
り
ま
す
。（
一
部
の
職
を
除
く
）

《
例
》

【
一
般
事
務（
令
和
３
年
度
）】

・
フ
ル
タ
イ
ム
　
１
５
０
６
０
０
円
～

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム（
週
30
時
間
勤
務
）

　
１
１
６
５
９
３
円
～

【
専
門
職（
令
和
３
年
度
）】

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム（
週
29
時
間
勤
務
）

　
１
４
６
３
０
９
円
～

◉
手
当
　
期
末
手
当
・
通
勤
手
当
な
ど
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

◉
休
暇
　
年
次
有
給
休
暇
の
ほ
か
、
公
民

権
行
使
、
結
婚
、
忌
引
、
夏
季
休
暇
な
ど

の
有
給
休
暇
や
産
前
産
後
、
育
児
休
業
、

子
の
看
護
、
介
護
休
業
な
ど
の
無
給
休
暇

が
あ
り
ま
す
。

◉
任
期
　
４
月
～
３
月
の
範
囲
で
の
任
用

（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

◉
服
務
　
常
勤
職
員
と
同
様
に
、
地
方
公

務
員
法
上
の
服
務
に
関
す
る
各
規
定
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

日
向
市
駅
周
辺
の
市
所
有
の
土
地
を
公
売

条件を満たせばどなたでも入札できます

【
応
募
要
件
】

　
令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）４
月
１
日
時

点
で
満
年
齢
18
歳
以
上
の
人（
※
専
門
職

は
、
経
験
や
資
格
を
必
要
と
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

【
申
込
方
法
】

　
職
員
課
や
各
支
所
で
配
布
す
る
募
集
要

項
に
添
付
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課
人
事

係
に
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　
１
月
11
日
㈫
か
ら
28
日
㈮
ま
で（
※
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。）

【
選
考
】

　
書
類
選
考
や
面
接
選
考
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
て
事
務
能
力
適
性
検
査
を
行
い
ま

す
。
募
集
職
種
な
ど
の
詳
細
は
募
集
要
項

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
項
や
受
験
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
職
員
課
人
事
係
☎
66
・
１
０
１
４

市
制
施
行
70
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

日向市市制施行７０周年記念

「民謡をたずねて」公開収録
日向市市制施行70周年を記念してＮＨＫのＦＭラジオ番組「民謡をたずねて」の
公開収録を行います。この番組は、日本を代表する民謡歌手が、地元をはじめ全国各
地の民謡の魅力をたっぷりと紹介する番組です。観覧を希望する人は、次の要領で申
し込んでください。

入場は無料ですが、入場整理券が必要です。
「郵便往復はがき（私製を除く）」に以下を記入して申し込んでください。

往信用裏面…①郵便番号②住所③名前④電話番号⑤観覧希望人数（申込者を含め２人まで）

返信用表面…①郵便番号②住所③名前（返信の際の宛先になります）

①未就学児の入場・同伴はできません。
②応募多数の場合は抽選のうえ、当選者に希望人数（２人まで入場可・座席指定）で入場できる入場整理券を、
落選者には落選通知をはがきで２月８日㈫頃に発送します。記入に不備があった場合は無効となりますのでご注
意ください。
③返信用裏面には抽選結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。
④摩擦熱で色が消えるボールペンの使用はご遠慮ください。
⑤インターネットなどでの入場整理券の売買は固くお断りします。

◉宛先　〒883-8555　日向市本町10番５号　日向市役所「民謡をたずねて」係
◉締切　１月25日㈫　必着
◉放送予定　未定（決まり次第、NHK宮崎放送局ホームページでお知らせします。）
問ＮＨＫ宮崎放送局☎0985・32・8111
　（平日：午前10時から午後６時まで　※12月29日～１月３日を除く）
問日向市総合政策課「民謡をたずねて」係☎66・1001
　（平日：午前９時から午後５時まで　※12月29日～１月３日を除く）

①応募の際にいただいた情報は、抽選結果の連絡のほか、ＮＨＫでは受信契約者情報との照合、受信料のお願い
に使用する場合があります②新型コロナウイルスの感染状況や荒天などの影響で公演を中止する場合がありま
す。その場合、他の公演への振替はありません。また、事情により出演者や演出など番組内容を変更する場合が
あります。その他、感染状況により観覧いただける方の地域を一部制限する場合があります。③新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、保健所など公的機関へお客様の情報を提供する場合があります。その場合、当日に来
場された方の名前など詳細をお聞きすることがあります。ご協力をよろしくお願いします。

観覧者を募集します

日 時 ２月20日
開場／午後１時　　開演／午後１時30分
終演予定／午後３時50分

出 演

会 場 市文化交流センター（日向市中町1番31号）

【唄】小杉真貴子、田中祥子、藤永翠
すいじゅ

珠、有田伊
い ず み

津美、赤野清隆、浅野晴香
【三味線】二代目藤本琇

ひ で お

丈、藤本哲也　　【尺八・笛】米谷智
さとし

【鳴物】荒井ふみ子、田辺三
み か

花　　　　　【はやし詞】西田美和、西田和
か ず な

菜

日
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まちかど
フリートーク

今 年の夏にソフトテニス部を引退して
から柔道をはじめ、週１回くらい富

島高校の練習に参加させてもらっていま
す。ソフトテニスとは身体の使い方が全
然違い、関節など体のしくみを知らない
と技も決まらないので難しいです。これ
からいろんな技術を学んでいきたいです。

自然豊かで落ち着ける東郷が大好きです

東郷学園　9年

満
みつまる

丸　悠
ゆうせい

誠 さん
（曽根町　15歳）

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

東郷えんがわ会議に参加。将来の東郷
地域についてみんなで話し合いました。

日向ボクシング教室

三浦　美
み き

姫 さん
（日知屋　11歳）

11 月に行われた第１回全日本マスボク
シング大会で優勝しました。兄が試

合する姿に憧れて２年ほど前にボクシングを
始め、少しずつ上達するのを感じています。
１月には、これまで病気のために出場できな
かったボクシングの実戦の部の大会に出場で
きることになり、今から楽しみです。

ボクシングでも全国１位を目指します

練習はハードですが、パンチを当てた
時の爽快感がボクシングの魅力です。

　　

　　 　　

いちごの出荷シーズンは 12 月～ 3 月頃。甘くて美味し
いいちごは、市内はもちろん、全国でも大人気です。昨
年は地元産農作物消費拡大支援事業で、市内の保育園に
いちごを提供し、子どもたちにも喜ばれました。いちご
園によってはいちご狩りや直売なども予定されています。

日向市ふるさと納税の返礼品に登録されて
いるいちごの生産者は 3 者。どの生産者も
一粒一粒愛情を込め、丁寧に作っています。

返礼品の登録
については
こちらから

品種いろいろ！日向市のいちご特集

「いちご」

　

わ
が
社
は
創
業
以
来
、
銅
合

金
な
ど
の
鋳
造
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
鋳
造
と
は
、
高
温
に
加

熱
し
て
溶
か
し
た
金
属
を
型
に

流
し
込
み
、
冷
や
し
固
め
る
加

工
法
の
こ
と
で
す
。
社
名
で
あ

る
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
、
英
語

で
鋳
造
を
意
味
し
ま
す
。

　

鋳
造
を
行
う
企
業
は
、
県
内

に
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
で
も
１
０
０
社
未
満
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
が
社
の
自
慢
は
、

他
社
で
は
難
し
い
よ
う
な
複
雑

な
形
の
製
品
も
つ
く
れ
る
こ
と

で
す
。
わ
が
社
の
製
品
は
、
多

く
の
大
型
タ
ン
カ
ー
に
部
品
と

し
て
採
用
さ
れ
、
世
界
中
を
航

行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
日
向
市
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
む
か
‐Biz

」

の
ご
協
力
の
も
と
新
商
品
の
開
発

に
も
取
り
組
み
、
今
年
の
６
月
に

銅
合
金
製
の
鋳
物
鍋
「im

ono

」

シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
ま
し
た
。

　
「im

ono

」
は
熱
伝
導
率
に
と

て
も
優
れ
、
食
材
に
素
早
く
均

等
に
熱
が
伝
わ
る
の
で
、
ム
ラ

の
な
い
美
味
し
く
き
れ
い
な
料

理
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
発
売
か
ら
ま
だ
半
年
程
度

で
す
が
、
多
く
の
方
に
ご
購
入

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
製
品
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
増
や
し
な
が
ら
、
事
業

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

返礼品事業者は随時募集しています。詳細は、市ホームページをご覧ください。
問ふるさと物産振興課ふるさと応援係☎ 56・1630

有限会社日向キャスティング
代表取締役

笹
さ さ べ

部　直規 さん

ここがオススメ！

笹木野いちご園

発見‼ みんなの宝もの
市外のご家族や
友人・知人にも
ぜひ紹介を！

！
拡散希望！～日向市のふるさと納税の返礼品を紹介します～

「
運
を
変
え
る
食
べ
物
」

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　
皆
さ
ん
は
、
年
越
し
そ
ば
と
お

せ
ち
料
理
を
食
べ
ま
し
た
か
。
食

べ
る
こ
と
に
由
来
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
「
健
康
よ
く
、
運
良
く
過

ご
せ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
よ

ね
。
同
じ
よ
う
に
、
世
界
の
多
く

の
国
々
に
は
、
新
年
の
時
に
決
ま

っ
て
食
べ
る
「
幸
福
を
持
っ
て
く

る
食
べ
物
」
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、例
え
ば
、

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
元
日
の
深
夜
12

時
に
な
る
と
鐘
が
12
回
鳴
り
、
鐘

が
鳴
る
と
同
時
に
ブ
ド
ウ
を
一
つ

ず
つ
食
べ
る
そ
う
で
す
。
一
方
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
辺

り
で
は
、魚
の
漬
物
を
食
べ
ま
す
。

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
豚
の
料

理
が
よ
く
出
て
く
る
の
で
す
が
、

豚
の
形
を
し
た
砂
糖
菓
子
も
あ
る

そ
う
で
す
。

Wishing you luck in the New Year
（新年もあなたに幸福が訪れますように）
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ド
イ
ツ
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
私
の

家
族
で
も
似
た
よ
う
な
伝
統
が
あ

り
、
毎
年
の
元
日
に
「
ポ
ー
ク
ア

ン
ド
ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト
」
を
食
べ

ま
す
。
ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト
（
ド
イ

ツ
の
千
切
り
酢
漬
け
キ
ャ
ベ
ツ
）

と
豚
肉
（
キ
ィ
エ
ル
バ
サ
と
い
う

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
）
を

長
時
間
、
煮
込
ん
で
作
り
ま
す
。

ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト
は
、
そ
の
ま
ま

食
べ
る
と
と
て
も
酸
っ
ぱ
い
の
で

す
が
、
肉
と
煮
込
ん
だ
ら
甘
く
な

り
、
豚
肉
と
よ
く
合
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
の
料
理
を
食
べ
た
ら
良

い
年
に
な
る
か
と
い
う
と
、
ド
イ

ツ
で
は
昔
か
ら
「
豚
」
は
富
の
シ

ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
お
り
「
キ
ャ
ベ

ツ
」
は
お
金
の
札
と
似
て
い
る
た

め
「
た
く
さ
ん
食
べ
れ
ば
お
金
が

入
っ
て
く
る
」
と
言
わ
れ
た
そ
う

で
す
。

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
協

働
係
☎
66
・
１
０
０
５

私はこういう伝統の食べ物
を食べるとなんとなく楽し
くなります。何百年もの伝
統に触れるのはいつだって
面白いですよね。皆さんは
お正月に伝統のものをいっ
ぱい食べたでしょうか。皆
さんが今年も健康で、ラッ
キーで、幸せに過ごせます
よう心から願っています！
改めて、今年もどうぞよろ
しくお願いします！

健康で幸せな年を

株式会社亀の子いちご園

みやさんのいちご園

銅合金製鋳物鍋「tefu-tefu てふてふ」

東郷町山陰乙 125
☎ 69・2165

有限会社日向キャスティング

自慢 !!

詳しくはこちら▶

わが社の

問商工港湾課港湾企業立地係☎ 66・1025

みん
なに
伝え
たい

※マスボクシング…寸止めで相手にパンチを当てずに行うボクシング



誕生日おめでとう！これか
らも元気に育ってね♪

誕生日おめでとう！いつもニ
コニコ癒しをありがとうね♡

田中　沙
さ な
菜ちゃん

（２さい・曽根町）
戸田　すみれちゃん

（２さい・日知屋）

誕生日おめでとう！いつも
ニコニコ笑顔でみんなに元
気をありがとう♡

松田　壮
しょうま

真ちゃん
（２さい・鶴町）

２歳のお誕生日おめでと
う！！お歌やダンスが大好
きな音ちゃん♪これからも
元気にすくすく育ってね★

荒砂　音
お と は

葉ちゃん
（２さい・亀崎）

2さ
い

携帯電話で撮影した写真を、右のＱＲコードでらくらく送信。誕生日の記念などに、お子さんのかわいい写真を投稿してみませんか？

◉掲載対象＝1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児など。◉投稿方法＝Eメール（携帯含む）。子どもの氏名（ふりがな）・住所・年齢、保

護者の連絡先、および30文字程度のコメント（絵文字は表示できないものがあります）を記載して、撮影した写真を添付して送信して

ください。※投稿多数により掲載できない場合もあります。◉送信宛先　 public@hyugacity.jp　問秘書広報課☎66・1003

　  で読者投稿コーナー

Happy Birthday
誕生日おめでとう

2さ
い 2さ

い

お喋り上手なゆずちゃん！こ
れからも元気に育ってね！

佐竹　柚
ゆ ず は

花ちゃん
（３さい・財光寺）

2さ
い 3さ

い
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おすすめの本

◉日時 １月８日㈯、午後１時から４時（受
付は３時まで）、さんぴあ会議室で。修理は
無料ですが、部品・材料代は自己負担です。
問 ☎090・9607・3299（岸本）

おもちゃ病院ひゅうが✚

そらのことばが降ってくる 保健室の俳句会

教 室に行けず保健室に通うソラ
は、俳句が大好きな同級生ハ

セオに巻き込まれ、俳句会に参加す
ることに。思い切って、傷ついた自
分の心と向き合ったソラが作った句
は。気鋭の俳人が描く、俳句と中学
生の物語。
高柳克弘／著　ポプラ社

よくわかる発達心理学 

イ ヤイヤ期の子どもにはどう対
処すればいい ? 恋愛はどのよ

うに発達していく ? 記憶や知能は低
下する一方 ? 胎児期から高齢期ま
で、生涯にわたる「発達」についてだ
れもが持つ疑問を、イラストや図表
を使って説明する。
渡辺弥生／監修　ナツメ社

文系のためのめっちゃやさしい確率 

未 来の出来事を予測する魔法の
数「確率」。降水確率など身近

にある確率から、確率の計算の基本、
モンティ・ホール問題といった難問
まで、大学の先生と文系サラリーマ
ンの対話形式でやさしく解説する。
偉人のエピソードも紹介。
倉田博史／監修　ニュートンプレス

図書館からのお知らせです

こわれた
おもちゃを
修理！

子ども映画上映会（60分程度）
１月９日㈰　午前10時30分～
①大年の客
②天福地福
③ププッかいとうＵのだいさくせん

◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分	
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時	
◉休館日　毎週月曜日、１月１日～３日、１月24日～31日（蔵書点検）
問市立図書館 
☎54・1919（春原町１–47）	 http://www.lib.city.hyuga.miyazaki.jp

・日本中世史最大の謎！鎌倉13人衆の真実（本郷和人／宝島社）
・日本語をもっとつかまえろ！（飯間浩明／毎日新聞出版）
・もりはみている（大竹英洋／福音館書店）　ほか

新しく入った本

◉本の貸出福袋
１月４日㈫から新春企画として本の福
袋を貸し出します。一般・小学生・幼
児向けの３種類３冊ずつ26セットを
用意しています。
◉場所　１階カウンター前

日向市子ども医療費助成制度
日向市では、市内に住民票のある中学校３年生までの子どもの医療費を助成しています。
問こども課こども福祉係☎66・1021

医療機関ごとに月 350 円（総合病院などでは診療科
ごと。入院と入院外が同月の場合はそれぞれ。）
ただし、調剤薬局は自己負担なし。

県外での受診、中学生の時間外受診の場合、病院で「子
ども医療受給資格証」は利用できません。
診療を受けた翌月から１年以内に、こども課に次の書
類を添えて申請することで差額を払い戻します。

保険適用外の医療費は、助成の対象となりません。
スポーツ保険が適用できる場合は、そちらが優先です。
その他、詳細については問い合わせてください。

①領収書原本（証明印と点数の記載があるもの）
②子ども医療受給資格証と子どもの健康保険証
③印鑑（スタンプ式でないもの）
④保護者の通帳またはキャッシュカード
　（口座番号のわかるもの）

助成対象

自己負担額

入院・入院外とも
15 歳到達後、最初の３月 31 日まで

受給資格証が利用できない場合

申請の時に必要な書類

注意事項

病気を早期発見・早期治療するために

日 　 向 　 市 　 子 　 育 　 て 　 応 　 援 　 宣 　 言小さな笑顔は未来の力 みんなで育てよう"ひゅうがっ子”
Let`s support child raising together in our community.

１月１日
（年末年始）

桜ヶ丘ファミリークリニック 
（延岡市夏田町414－１） ☎0982・28・2280

１月２日
（年末年始）

大王谷こどもクリニック 
（日向市亀崎西２－155－１） ☎0982・50・2000

１月３日
（年末年始）

松崎医院 
（延岡市昭和町１－11－１） ☎0982・21・0001

１月９日
（第２日曜日）

お倉が浜 Kids クリニック 
（日向市財光寺1737－１－１） ☎0982・66・7611

１月10日
（成人の日）

延岡共立病院 
（延岡市山月町５－5679－１） ☎0982・33・3268

１月16日
（第３日曜日）

こどもクリニックたしろ 
（日向市原町４丁目58－４） ☎0982・56・1515

１月23日
（第４日曜日）

ほうしやま子どもクリニック
（延岡市船倉町１－１－７） ☎0982・21・6551

１月30日
（第５日曜日）

おきしま小児科 
（延岡市大貫町４－1338－１） ☎0982・33・0222

広域連携による

小児科医の日曜・祝日などの在宅当番医

小児科の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
当番医は変更になる場合もあるので、受診前に電話で確認してください。

子ども救急医療電話相談

県北救急医療ダイヤル（年齢に関係なく利用可能）

　小児の急な病気やケガについて、電話で相談でき
ます。看護師が相談に応じますが、電話相談のみで
診療を直接実施するものではありません。

　急な病気やケガなどの際、電話による相談を受
け付け、医師や看護師が医療機関受診の時期や、
家庭で実施可能な対応方法などの助言を行います。
　年齢に関係なくどなたでも利用できます。相談
内容など、利用者のプライバシーは守られます。

◉相談時間　午後７時から翌朝８時まで（年中無休）
◉対 象 者　15歳未満の子どもとその保護者
◉電話番号　＃8000（プッシュ回線対応固定電話、携帯電話の場合）
　　　　　　0985・35・8855（ダイヤル回線の場合）

◉対応時間　月曜～土曜、午後５時から翌朝８時。
　　　　　　日、祝日（年末年始を含む）は24時間。
◉利用方法　年齢、お住まいの市町村を伝え、症状
　　　　　　などを相談してください。
◉電話番号　0120・865・554（通話無料）

日曜・祝日などの在宅当番医
日向市東臼杵郡医師会テレフォンサービス
☎53・1214　　https://hyuga-ishikai.jp/

　平日の夜間、急な病気やケガの治療が必要な人のための診
療所です。症状によっては対応できない場合もありますので、
受診前に必ず電話で確認してください。診療対象者は原則中
学生以上です。
◉診療時間　平日の夜間、午後７時30分から午後９時30分　　
　　　　　　まで（受付＝午後７時15分から）
◉診 療 科　内科・外科
◉電話番号　50・1000

日向市初期救急診療所
日向市北町２丁目10番地

延岡市夜間急病センター小児科
延岡市出北６‒1621（延岡市医師会病院となり）

　小児の夜間の急な病気やケガに対して、延岡・日
向地区の小児科医が協力して診療に当たります。
◉診療時間　午後７時30分から午後11時まで
◉診 療 科　小児科（毎日）
◉電話番号　0982・21・9999

年齢に関係なく
どなたでも

利用できます。

当番医は変更になる場合もあるので、受診前に必ず電話で確認してください。

現在、感染症予防の観点から診療前の問診時に詳しい症状などをお聞きするため、
通常より時間がかかる場合があります。ご理解とご協力をお願いします。診療前の問診について

親子で「絵本の読み聞かせ」
定例のおはなし会（先着5名）
◉幼児向け  １月５日㈬
午後３時30分から４時
◉乳幼児向け  １月20日㈭
午前10時30分から10時50分
新春カルタとり大会（先着10名）
◉場所　おはなしの部屋
◉日程　1月22日㈯
　午前11時～ 11時30分
※マスクの着用と名簿の記入を
お願いします。



　　

木造３階建ての細島みなと資料館

日向サンパーク情報

【道の駅日向 物産館　☎56・3809】
◉営業時間　午前９時から午後６時まで
※フリーWi-Fi スポットあり

【体育施設（テニス場）　☎58・1155】
◉営業時間　午前９時～午後９時

【オートキャンプ場　☎58・0636】
◉営業時間　午前７時30分～午後７時
※チェックインは午後５時までにお願いします。
※４月分の予約を受付中（予約は３か月前の１日から）
※利用料金などは各施設に問い合わせてください。
問㈱日向サンパーク☎56・3800

【道の駅日向情報】
◉甘くておいしい「いちご」と「フルーツトマト」
　お待ちかねのいちご商品は、「章姫」や「紅ほっぺ」
を中心に販売展開中です。また、一層充実したトマ
ト商品のうち「フルーツトマト」をご紹介。こちらは
糖度が８～ 10もある甘みに富んだフルーツトマト
です。これは、いちごの糖
度に匹敵する糖度なので、
どれほど甘いかが分かりま
すね。新年も道の駅「日向」
物産館をご愛顧のほどよろ
しくお願いします。
問道の駅日向☎56・3809
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健康一番

h e a l t h

一
番
身
近
な
健
康
管
理

「
体
重
」で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

偏
り
な
ど
に
気
づ
き
、
見
直
し
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
食
べ
過
ぎ
た
翌
日
は
、
少
し

量
を
控
え
る
な
ど
、
調
整
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▼
運
動
不
足
に
気
を
つ
け
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
外

出
を
控
え
た
り
、
寒
さ
の
せ
い
で
家
に

こ
も
り
が
ち
の
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

せ
っ
か
く
の
代
謝
ア
ッ
プ
の
季
節
で

す
か
ら
、積
極
的
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。
体
調
に
合
わ
せ
て
家
事
で
動
く
量

を
増
や
し
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体

操
な
ど
の
運
動
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

取
り
組
み
や
す
い
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
外
出
先
で
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
よ
り
階
段
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
係

☎
66
・
1
0
2
4

新
し
い
年
を
迎
え
、
新
た
な
目
標

を
た
て
た
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
新
た
な
挑
戦
を
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
は
身
体
が
健
康
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
健
康
管
理
の
た
め
に
何

を
し
て
い
ま
す
か
。
健
診
や
血
圧
測
定

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
ま
め
に
体
重
を
計
る
こ
と
は
、
簡
単

で
一
番
身
近
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
法
で
す
。

◉
冬
は
基
礎
代
謝
が
一
番
上
が
る

　

気
温
が
下
が
る
と
、
冷
え
か
ら
身
体

を
守
る
た
め
、
私
た
ち
の
身
体
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
燃
や
し
て
熱
を
つ
く
ろ
う
と

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
暑
い
夏
よ
り
寒

い
冬
の
方
が
基
礎
代
謝
が
高
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※「
基
礎
代
謝
」と
は
、
身
体
を
動
か
さ

な
い
状
態
で
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に

消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
。
一

日
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、
お
よ

そ
70
㌫
近
く
を
占
め
ま
す
。

◉
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
体
重
管
理
法

▼
食
生
活
を
振
り
返
る　

　

食
べ
た
も
の
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
の
食
生
活
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
い
つ
、
ど
ん
な
も
の
を

食
べ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
で
、
今
ま

で
気
づ
か
な
か
っ
た
食
習
慣
や
栄
養
の

　
SDGs

持
続
可
能
な
世
界
を
創
ろ
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

５
つ
の「
Ｐ
」

S
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
構
成
す
る
17
の
ゴ
ー

ル
を
正
し
く
理
解
す
る
上
で
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
、そ
れ
が「
５
つ
の
Ｐ
」

で
す
。

①
人
間（
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
）

　

す
べ
て
の
人
間
が
尊
厳
を
持
ち
、
平

等
に
、
か
つ
健
全
な
環
境
の
下
で
そ
の

潜
在
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る

（
ゴ
ー
ル
１
、２
、３
、４
、５
、６
）。

②
豊
か
さ（
P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
）

　

す
べ
て
の
人
間
が
豊
か
で
充
実
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

自
然
と
調
和
し
た
経
済
、
社
会
お
よ
び

技
術
の
進
展
を
確
保
す
る（
ゴ
ー
ル
７
、

８
、９
、
10
、
11
）。

③
地
球 （
P
l
a
n
e
t
）

　

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産
、
天
然
資

源
の
持
続
可
能
な
管
理
、
気
候
変
動
へ

の
緊
急
な
対
応
な
ど
を
通
じ
、
地
球
を

劣
化
か
ら
守
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
と

将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
で
き
る

よ
う
に
す
る（
ゴ
ー
ル
12
、13
、14
、15
）。

④
平
和 （
P
e
a
c
e
）

　

恐
怖
と
暴
力
の
な
い
平
和
で
公
正
か

つ
包
摂
的
な
社
会
を
育
て
る
。
平
和
な

く
し
て
持
続
可
能
な
開
発
は
達
成
で
き

ず
、
持
続
可
能
な
開
発
な
く
し
て
平
和

は
実
現
し
な
い
た
め（
ゴ
ー
ル
16
）。

⑤
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
）

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
の
精
神
に
基
づ

き
、
最
貧
層
と
最
弱
者
層
の
ニ
ー
ズ
を

特
に
重
視
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
国
、

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
す
べ

て
の
人
々
の
参
加
に
よ
り
、
持
続
可
能

な
開
発
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
活
性
化
し
、

こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
実
施
に
必
要
な
手

段
を
動
員
す
る（
ゴ
ー
ル
17
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
17
の
ゴ
ー
ル
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
な
ど
か
ら「
５
つ
の
Ｐ
」に

分
類
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
指
す
世
界
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
総
合
政
策
課
政
策
推
進
係

☎
66
・
1
0
0
１

歴史探訪

w a l k

毎
年
１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火

デ
ー
」で
す
。

　

昭
和
24
年（
１
９
４
９
年
）１
月
26
日
、

現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で

あ
る
法
隆
寺（
奈
良
県
斑
鳩
町
）の
金
堂

が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
年
以
上
前
に
描
か
れ
た
壁
画
が
数

時
間
で
見
る
も
無
残
な
姿
に
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
国
民
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
、
文
化
財
保
護
の
世
論
も
高
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
件
の
翌

年
に
は
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、

文
化
財
を
守
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　

昭
和
30
年（
１
９
５
５
年
）に
現
在
の

文
化
庁
と
消
防
庁
が
文
化
財
保
護
の
普

及
啓
発
事
業
と
し
て
１
月
26
日
を
文
化

財
防
火
デ
ー
と
定
め
、
文
化
財
を
火
災
、

震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
、

全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
、

国
民
の
文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
建
物
や
文
化
財
を
保
管
す

る
建
物
で
火
災
に
気
を
付
け
る
こ
と
は

当
然
で
す
が
、
近
隣
で
火
災
が
起
こ
れ

ば
、
そ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
も
平
成
24
年（
２
０
１
２
年
）

12
月
に
、
県
指
定
文
化
財
の
建
物
に
隣

接
す
る
家
屋
か
ら
出
火
し
、
延
焼
は
免

れ
た
も
の
の
、
壁
の
一
部
が
焦
げ
る
な

ど
の
被
害
が
出
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
残
る
建
物
や
古
文
書
、
仏

像
な
ど
は
素
材
が
木
材
や
紙
の
も
の
が

多
く
、
非
常
に
燃
え
や
す
く
、
火
災
は

大
敵
で
す
。
火
災
以
外
に
害
虫
や
水
害

な
ど
で
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

す
が
、
失
わ
れ
な
い
限
り
修
理
な
ど
も

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
火
災
に
な
る
と

文
化
財
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
、
残
っ
た

と
し
て
も
熱
で
激
し
く
形
状
が
変
化
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

冬
場
は
空
気
も
乾
燥
し
、
火
事
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
文
化
財
だ
け

で
は
な
く
、
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

も
、
火
の
元
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
教
育
総
務
課
文
化
財
係

☎
66
・
１
０
３
６

火
災
な
ど
か
ら
文
化
財
を
守
ろ
う

文
化
財
防
火
デ
ー

道駅食楽

f o o d

牧
水
公
園
で
は
宿
泊
施
設
の
新
年
度
予
約
を
開
始

「
い
ち
ご
」や「
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
」も
ぜ
ひ

牧水公園からのお知らせ道の駅とうごうからのお知らせ

新年度の牧水公園・宿泊施設利用予約を開始
　つつじの花が魅力的な春季から新緑と自然の河川
プールが楽しめる夏季、静けさと田舎の景色を堪能
できる冬季など、四季を通して美しい自然環境を満
喫できる牧水公園。新年度
の宿泊施設利用の事前予約
の受け付けを始めました。

【宿泊料金】
５人用  　13200 円（税込）
10 人用   22000 円（税込）
問㈱東郷町ふるさと公社☎69・7720

　新年あけましておめでとうございます。今年もお客様に
満足していただける道の駅を目指して生産者、スタッフ一
同頑張りますので、よろしく
お願いします。１月９㈰には

「今年もよろしく」の想いを
込めて、地小豆入りのぜんざ
いの振る舞いをします。寒い
中ではありますが、ぜひご来
店ください。
問道の駅とうごう出荷者協議会☎68・3072

地小豆入りのぜんざいを振る舞います

sustainable

例年よりインフルエンザワクチン
の供給が遅れたため、実施期間を
次のとおり延長します。
◉実施期間　１月31日㈪まで
ただし、12 月 25 日㈯から１月
３日㈪までの期間は除きます。
※延長を実施しない医療機関もあ
りますので、事前に医療機関に問
い合わせてください。

高齢者インフルエンザ予防接
種の実施期間を延長します。

出典：国連広報センターウェブサイト
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問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

お
知
ら
せ

就
学
援
助（
新
入
学
学
用
品
費
）を

入
学
前
の
３
月
に
支
給
し
ま
す

　
経
済
的
な
理
由
で
給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど

小
中
学
校
で
必
要
な
費
用
の
支
払
い
が
困
難
な

保
護
者
を
対
象
に
就
学
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制
服
な
ど
入
学

時
に
必
要
な
学
用
品
の
購
入
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
た
め
に「
新
入
学
学
用
品
費
」を
小
学
校

入
学
前
の
３
月
に
支
給
し
ま
す
。

◉
対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
令
和
４
年
４
月
に
日
向
市
立
の
小
学
校
に
入

学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
②
日
向
市
に
住
民
登

録
の
あ
る
人
③
生
活
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
困

窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
人

◉
申
請
期
間　
１
月
17
日
㈪
～
２
月
10
日
㈭

◉
申
請
方
法　
１
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
入
学

通
知
書
に
就
学
援
助
制
度（
入
学
前
支
給
）の
案

内
や
申
請
書
な
ど
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
居
者
全
員
の

収
入
状
況
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、送
付
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
学
事
係
☎
66
・
１
０
３
７

宝
く
じ
の
助
成
金
で

自
主
防
災
会
に
資
機
材
を
配
備

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く
じ
の

事
業
収
益
を
財
源
と
し
て
、
地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
自
主
防
災
会
の
装
備
充
実
を
図
る

た
め
、
同
事
業
を
活
用
し
て
、
発
電
機
や
水
中

ポ
ン
プ
な
ど
の
資
機
材
を
市
自
主
防
災
会
連
絡

協
議
会
に
配
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
資
機
材
は
、
自
主
防
災
会
の
倉
庫
に
常

備
し
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
で
の
電
源
確

保
な
ど
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
防
災
推
進
課
地
域
防
災
係
☎
66
・
１
０
１
１

海
で
な
に
か
あ
っ
た
ら

「
１
１
８
番
」

　
１
１
８
番
は
、
海
上
に
お
け
る
事
件
事
故
に

対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
海

上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。

　
ま
た
、
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
を
持
つ
人
を

対
象
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用
し
た

入
力
操
作
に
よ
り
、
海
上
保
安
庁
へ
の
緊
急
時

の
通
報
が
可
能
と
な
る「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」を
運

用
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
登
録
制
で
す
の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
、entry@

net118.jp

を
直
接
宛

先
に
入
力
し
て
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
、
登

録
用
メ
ー
ル
が
返
っ
て
く
る
の

で
、
案
内
さ
れ
る
手
順
に
従
い
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
課

☎
０
９
９・２
５
０・９
８
０
０

宮
崎
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
８
２
１
円
に
改
定

　
宮
崎
県
最
低
賃
金
は
、
本
年
10
月
６
日
㈬
か

ら「
時
間
額
８
２
１
円
」に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
宮
崎
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

問
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
８
５
・
38
・
８
８
３
６

募
　
集

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
役

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
現
在
16
人
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
は
じ
め
運
動
機
会
を
提

供
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
行

事
へ
の
協
力
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
次
の
と
お
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◉
委
嘱
期
間　
令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）４
月

１
日
～
令
和
６
年（
２
０
２
４
年
）３
月
31
日

◉
募
集
人
数　
若
干
名

◉
応
募
要
件　
市
内
に
住
む
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に

熱
意
の
あ
る
、
お
お
む
ね
65
歳
未
満
の
人

◉
報
酬　
日
額
報
酬
、
旅
費
を
支
給

◉
応
募
方
法　
履
歴
書
を
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
課
に
提
出

◉
応
募
締
切　
２
月
４
日
㈮

◉
選
考
方
法　
書
類
選
考
後
、
２
月
上
旬
に
面

接
を
予
定

問
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
66
・
１
０
３
８
Ｆ
Ａ
Ｘ
54
・
２
１
８
９

spobun@
hyugacity.jp

第
21
回
宮
崎
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
参
加
者
を
募
集

　
第
21
回
宮
崎
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

５
月
８
日
㈰
に
、
ひ
な
た
宮
崎
県
総
合
運
動
公

園
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
す
。
次
の
と
お

り
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◉
参
加
資
格　
令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）４
月

１
日
現
在
、
13
歳
以
上
の
人
で
障
害
者
手
帳
ま

た
は
、
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）受
給
者
証

を
所
有
す
る
人

く
ら
しの

Event&Recruit
Information

日向市役所 ☎52・2111㈹　東郷総合支所 ☎69・2111㈹　
日向市ホームページ http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

全
国
健
康
福
祉
祭
の
予
選
を
兼
ね
る
種
目
も
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
内
線
２
１
９
７
）

放
送
大
学
の

入
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
放
送
大
学
は
、
２
０
２
２
年
４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
お
よ
そ
３
０
０
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。

◉
出
願
期
間　
第
１
回
＝
２
月
28
日
㈪
ま
で

　
　
　
　
　
　
第
２
回
＝
３
月
15
日
㈫
ま
で

※
日
向
市
民
の
方
が
入
学
さ
れ
る
場
合
は
、
入

学
料
の
半
額
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
53
・
１
８
９
３

日
向
看
護
高
等
専
修
学
校（
准
看
護

師
養
成
）二
次
募
集

◉
試
験
日　
２
月
５
日
㈯

◉
願
書
受
付　
１
月
20
日
㈭
～
28
日
㈮

◉
試
験
科
目　
現
代
国
語
・
一
般
常
識
・
面
接

◉
合
格
発
表　
２
月
14
日
㈪

◉
受
験
料　
１
０
０
０
０
円

◉
受
験
資
格　
中
卒
以
上
で
高
卒
程
度
の
学
力

◉
競
技
部
門

【
身
体
障
が
い
者
の
部
】（
個
人
競
技
）陸
上
競

技
、
水
泳
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
卓
球
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ

【
知
的
障
が
い
者
の
部
】（
個
人
競
技
）陸
上
競

技
、
水
泳
、
卓
球
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

ボ
ウ
リ
ン
グ

【
精
神
障
が
い
者
の
部
】（
個
人
競
技
）卓
球

（
団
体
競
技
）バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

◉
募
集
締
切　
１
月
21
日
㈮

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
☎
内
線
２
１
６
８
）

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
２

参
加
者
を
募
集

　

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
が
５
月
15
日
㈰
に
、

ひ
な
た
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か
で
開
か
れ

ま
す
。
次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
８
日
㈰
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
は

16
日
㈪
、
ゴ
ル
フ
は
25
日
㈬
、
な
ぎ
な
た
は
６

月
５
日
㈰

◉
種
目　

29
種
目（
囲
碁
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
な
ど
）

◉
参
加
料　
５
０
０
円

◉
申
込
期
間　
２
月
１
日
㈫
～
３
月
15
日
㈫

郵
送
の
場
合
は
３
月
15
日
㈫　
消
印
有
効

※
３
月
１
日
㈫
～
３
月
15
日
㈫
は
、
大
会
事
務

局（
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
長
寿
社
会
推

進
セ
ン
タ
ー
）で
の
み
受
け
付
け

◉
年
齢
基
準　

60
歳
以
上
の
人（
昭
和
38
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

を
有
す
る
者

◉
修
業
年
限　
２
年
間

問

日
向
看
護
高
等
専
修
学
校
☎
52
・
０
２
２
２

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

「
東
臼
杵
地
区
花
き
展
示
会
」を

開
催
し
ま
す

　
延
岡
・
日
向
地
域
で
、
と
て
も
き
れ
い
な
花
々

が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

生
産
者
が
丹
精
込
め
て
育
て
、
美
し
く
咲
い
た
花

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
展
示
会
場
で
の
花
き
の

無
償
配
布
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

◉
日
時　
１
月
20
日
㈭
の
午
前
９
時
か
ら
１
月

21
日
㈮
の
午
後
２
時
30
分
ま
で

◉
場
所　
門
川
町
役
場
１
階
町
民
ラ
ウ
ン
ジ

◉
展
示
予
定　
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
、
ダ
リ
ア
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ユ
リ
、
キ
ク
、
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス

な
ど

◉
主
催　
東
臼
杵
地
区
花
き
振
興
会
・
Ｊ
Ａ
日
向

問
宮
崎
県
東
臼
杵
農
林
振
興
局
農
畜
産
課

☎
０
９
８
２
・
32
・
６
１
３
６

問
農
業
畜
産
課
農
業
振
興
係
☎
66
・
１
０
２
７

歯
科
衛
生
士
の
た
め
の

復
職
支
援
無
料
相
談
会

◉
日
時　
１
月
22
日
㈯　
午
後
３
時
～
５
時

◉
場
所　

み
や
ざ
き
保
険
プ
ラ
ス（
日
向
市
上

町
４
番
）

※
そ
の
他
、
宮
崎
県
歯
科
医
師
会
館（
宮
崎
会

場
）を
含
む
県
内
６
会
場
で
も
同
日
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
宮
崎
会
場
で
は
、
周
術
期
口
腔
機

能
管
理
研
修
会
も
開
催
し
ま
す
。

◉
対
象
者　
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
有
し
、
歯

科
医
療
機
関
な
ど
へ
の
復
職
を
考
え
て
い
る
人

◉
申
込
方
法　
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
希
望
会

場
を
１
月
21
日
㈮
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に

応
じ
て
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
そ
の
他　
参
加
費
は
無
料
。
参
加
者
に
は
パ

ー
ル
リ
ボ
ン
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
宮
崎
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

☎
０
９
８
５
・
29
・
０
０
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
５
・
22
・
６
５
５
１

「
日
向
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め「
日
向
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◉
日
時
１
月
22
日
㈯　
午
後
２
時
か
ら
４
時
30

分
ま
で（
開
場
：
午
後
１
時
）

◉
場
所　
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

◉
内
容

・
第
１
部　
講
演

・
第
２
部　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◉
講
師　

日
田
剛
さ
ん（
九
州
保
健
福
祉
大
学

社
会
福
祉
学
部
講
師
）

◉
演
題　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」と
い
う
け

配備した発電機などの資機材
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問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

れ
ど
…
？　
～
コ
ロ
ナ
禍
で
み
え
て
き
た
”

今
”
を
変
え
る
力
～

◉
定
員　
１
０
０
人　
※
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
先
着
１
０
０
人
を
超
え
た
場
合
は
、

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
リ
モ
ー
ト
視
聴
も
で
き
ま
す
。

※
入
場
は
無
料
。
手
話
通
訳
、
託
児
あ
り（
要

予
約
）

◉
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問

日
向
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進

ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

☎
50
・
０
３
０
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ
50
・
０
３
０
１

sunpia_k@
yahoo.co.jp

「
学
校
給
食
作
品
展
」を

開
催
し
ま
す

　
１
月
24
日（
学
校
給
食
記
念
日
）か
ら
１
月
30

日
ま
で
の「
全
国
学
校
給
食
週
間
」に
合
わ
せ
、

給
食
に
関
す
る
作
品（
絵
画
・
書
道
）を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
給
食
が
大
好
き
な
気
持
ち
が

伝
わ
る
作
品（
小
中
学
校
・
市
立
幼
稚
園
選
出
）

の
数
々
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◉
日
時　
１
月
27
日
㈭
～
２
月
９
日
㈬

◉
場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
市
学
校
給
食
会（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
55
・
０
５
５
５

障
が
い
者
差
別
を
理
解
す
る
研
修
会

を
開
催
し
ま
す

◉
日
時　
２
月
３
日
㈭　
午
後
１
時
30
分
か
ら

３
時
ま
で（
開
場
午
後
１
時
）

◉
場
所　
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

◉
講
師　

田
畑　

寿
明
さ
ん（Social w

ork 

ら
ぼ
代
表
）

◉
定
員　
24
人（
参
加
費
無
料
）

◉
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◉
申
込
締
切　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
宮
崎
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
８
８
０
‐
０
０
０
７　
宮
崎
市
原
町
２
番
22
号

☎
０
９
８
５
・
26
・
２
９
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
５
・
55
・
０
２
５
８

ksy0600@
dune.ocn.ne.jp

２
月
13
日
㈰
景
観
講
演
会
・
景
観
賞

表
彰
式
を
開
催
し
ま
す（
参
加
無
料
）

　
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
日
向
市
に
残
し
た
い

風
景
と
と
も
に
、
日
向
市
の
未
来
へ
と
つ
な
い

で
い
く
風
景
と
そ
の
活
か
し
方
を
テ
ー
マ
に
景

観
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
ま
た
、
景
観
賞
作
品

部
門
の
表
彰
式
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

◉
日
時　
２
月
13
日
㈰　
午
後
１
時
～
３
時

◉
場
所　
ホ
テ
ル
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向　
４
階

ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル

◉
内
容

・
景
観
賞「
作
品
」部
門
表
彰
式

・
景
観
講
演
会

▼
第
１
部　
県
内
の
取
り
組
み
・
事
例
発
表

宮
崎
県
美
し
い
宮
崎
づ
く
り
推
進
室

美
々
津
の
歴
史
的
町
並
み
を
守
る
会

▼
第
２
部　
講
演

「
未
来
に
つ
な
ぐ　
日
向
の
風
景
と
そ
の
想
い
」

講
師　
宮
崎
大
学　
尾
野　
薫
さ
ん

◉
定
員　
１
０
０
人（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

◉
申
込
方
法　
１
月
31
日
㈪
ま
で
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
①
氏
名
②
団
体
・
勤
務

先
名
な
ど
③
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
次
第
、募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

問

都
市
政
策
課
技
術
調
整
係

☎
66
・
１
０
３
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ
54
・
２
６
３
９

toshi@
hyugacity.jp

創
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー「
創
業
塾
」の

参
加
者
を
募
集

　
創
業
希
望
者
や
創
業
し
て
間
も
な
い
人
を
対

象
に
、
創
業
の
心
構
え
や
税
務
の
手
続
き
、
資

金
調
達
方
法
な
ど
創
業
に
必
要
な
知
識
の
習
得

を
目
的
と
し
た「
創
業
塾
」を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時　
２
月
６
日
㈰　
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

◉
場
所　
日
向
商
工
会
議
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◉
定
員　
20
名

◉
申
込
方
法　
電
話
で
２
月
４
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問

日
向
商
工
会
議
所
☎
52
・
５
１
３
１

広
域
情
報
掲
示
板（
美
郷
町
）

南
郷
百
済
の
里
を
彩
る

冬
ほ
た
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
今
年
も
、
百
済
の
里
南
郷
の
冬
の
風
物
詩

「
ひ
か
り
輝
く
冬
ほ
た
る（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
）」の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は「
美
郷
町
ひ
か
り
輝
く
冬
ほ

た
る
事
業
実
行
委
員
会（
事
務
局
：
美
郷
町

商
工
会
南
郷
支
所
）」が
実
施
す
る
も
の
で
、

長
堀
商
店
街
を
中
心
に
国
道
３
８
８
号
沿
い

に
お
よ
そ
６
万
球
の
電
球
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
神
秘
的
な
百
済
の
里
南
郷
を
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
る
冬
の
ほ
た
る
、
ぜ
ひ
友

達
や
家
族
と
一
緒
に
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
場
所
　
美
郷
町
南
郷
神
門
　
長
堀
商
店
街

◉
点
灯
期
間
　
１
月
28
日
㈮
ま
で（
予
定
）

◉
点
灯
時
間
　
午
後
５
時
30
分
～
９
時
30
分

問
美
郷
町
商
工
会
南
郷
支
所

☎
０
９
８
２
・
59
・
０
１
０
６

冬ほたるイルミネーション

自主防犯ボランティア
　自主防犯ボランティアの方々は、児
童生徒の見守り活動として、登下校時
に通学路に立ったり｢防犯パトロール｣
のステッカーを貼った自動車で巡回す
るなど、地域の安全・安心に貢献して
います。身近な事件や事故を減らすた
めに、一人ひとりが地域防犯・交通安
全に努めていきましょう。
問市民課地域防犯・交通安全係☎66・1018

11月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比16（＋1） 84（－20）

消防出初式が開催されます
　日向市では、１月16日㈰午前８時
20分から市役所東側道路を利用し車
両および団員の観閲を行い、その後、
市文化交流センターで表彰をメインと
した式典を行います。消防団員は、地
域の安全・安心の確保のため頑張って
おり、災害時にはいち早く駆けつけて
くれる頼りになる存在です。

from Editor`s room 編集後記

Q. 年金から所得税および復興

特別所得税が源泉徴収され

る対象となる人は、どんな人？

Ａ．老齢年金は、所得税法の雑

所得として扱われ、所得税

がかかることになっています。また、

東日本大震災からの復興のために必要

な財源を確保するため、復興特別所得

税がかかります（障害年金・遺族年金に

は課税されません）。65歳未満でその

年の年金の支払額が108万円以上の人

や65歳以上で158万円以上の人が対象

となります。令和３年中に老齢年金な

どを受けた人には、１月中に日本年金

機構や各共済組合から源泉徴収票が送

付されます。年金以外に給与収入があ

る場合など、確定申告をするときに源

泉徴収票を添付する必要があります。

紛失した場合は再交付ができますので、

延岡年金事務所や各共済組合まで問い

合わせてください。問延岡年金事務所

☎0982・21・5424（自動音声１→２）、

市民課国民年金係（☎66・1018）

くらしのはてな？に
やさしく答えます

問市消防本部 ☎52・2840

11月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
283 4 3

納税は納期内に！

１月の納税
市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税

４期
８期

納付期限　１月31日㈪
口座振替　１月25日㈫

税　目 １月 ２月 ３月
市県民税 ４期
固定資産税
国民健康保険税 ８期 9期 10期
介護保険料 ８期
後期高齢者医療保険料 ７期 ８期

く
ら
し
の

相
談
日

気軽に
相談を行

政
相
談

◉
１
月
14
日
㈮
、大
王
谷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。１
月
19
日
㈬
、

東
郷
総
合
支
所
。
ど
ち
ら
も
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

◉
毎
月
第
２
、
第
３
金
曜
日
、
午

前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、
市

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
内
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」で
も
受
付
中
。

☎
55
・
１
６
６
０

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
１
月
20
日
㈭
、午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
、市
中

央
公
民
館
で
。市
民
課
市
民
相
談

係（
☎
66
・
１
０
１
８
）へ
事
前
予

約
が
必
要
。司
法
書
士
会
日
向
支

部（
☎
54
・
４
７
１
０
）や
、
宮
崎

県
弁
護
士
会（
☎
０
９
８
５
・
22
・

２
４
６
６
）が
開
く
相
談
会
も
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

出
張
年
金
相
談（
☎
完
全
予
約
制
）

◉
１
月
27
日
㈭
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、市
中
央
公

民
館
で
。
延
岡
年
金
事
務
所
☎

０
９
８
２
・
21
・
５
４
２
４
へ
予

約
を
。年
金
手
帳
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
１
月
18
日
㈫
、
午
前
10
時
か
ら

11
時
ま
で
、
日
向
市
役
所
で
。

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
介
護
給
付
係

☎
66
・
１
０
２
３

人
権
相
談

◉
１
月
14
日
㈮
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、
大
王
谷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。
市
民
課
市

民
相
談
係
☎
66
・
１
０
１
８

障
が
い
・
難
病
相
談

◉
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
、
市
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー「
あ
い
と
ぴ
あ
」（
Ｊ
Ｒ
日

向
市
駅
西
口
そ
ば
）で
。
☎
52
・

５
４
３
４

女
性
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
月
、

火
、
木
、
金
曜
日
の
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
。
電
話
の
み
月
曜
日

の
午
後
5
時
か
ら
8
時
ま
で
、「
さ

ん
ぴ
あ
」で
。
☎
55
・
１
６
６
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

精
神
科
医
と
保
健
師
が
対
応
。

◉
１
月
18
日
㈫
、午
後
１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で
、日
向
保
健
所
で
。

☎
52
・
５
１
０
１
へ
前
日
午
前
中

ま
で
に
予
約
を
。

▶【明けましておめでとうございます】
冷え込みが厳しい早朝、広報掲載用の日
の出撮影に米ノ山展望台へ。日の出に訪
れるのは初めてで、あまりに美しいロケ
ーションに驚きと感動！ぜひ皆さんにも
見ていただきたいスポットです。（Ｔ）

▶新型コロナも少し落ち着きをみせ、
イベントの取材も増えてきました。笑
顔で楽しんでいる姿を取材できるのは、
やっぱり嬉しいですね。新年もたくさ
んの笑顔を届けれるように頑張ります
ので、よろしくお願いします。（Ｋ）
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に
や
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し
い
植
物
油
イ
ン
キ
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用
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編
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合
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秘
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広
報

課

【
一
般
の
部
　
題
詠「
海
」】

◉
最
優
秀
賞

・
日
髙
尚
子
さ
ん

牧
水
と
海
の
あ
る
街
、
あ
な
た
に
も

花
丸
つ
け
て
婚
を
決
め
た
り

【
小
学
生
の
部
】

◉
最
優
秀
賞

・
管す
が
や谷

梨り

い

さ
衣
紗
さ
ん（
日
知
屋
東
小
４
年
）

好
き
な
人
い
つ
も
や
さ
し
く
わ
ら
っ
て
る

だ
か
ら
大
好
き
席
が
後
ろ
だ

◉
優
秀
賞
　

・
岩
本
悠ゆ
う
せ
い誠
さ
ん（
東
郷
学
園
３
年
）

い
も
う
と
は
お
し
ゃ
べ
り
上
手
二
さ
い
で
ね

あ
い
さ
つ
で
き
る
し
り
と
り
で
き
る

日向市では、財源の確保のために有料広告を掲載しています。広告内容は市が推奨するものではありません。
掲載されている広告の内容などのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

広告

表紙のよこがお
　12月11日、日向市駅周辺で開
催された「ひむかの杜イルミネ
ーション点灯式」。日向高校・
延岡高校の合同ブラスバンドの
演奏とともに、日向工業高校生
が制作した色鮮やかなイルミネ
ーションが点灯されました。ま
た、ステージでは富島高校生
によるファッションショーなど
も行われ、出演した２年の藤

ふ じ ま

間
樹
いつき

さんは「衣装は３カ月くらい
かけて丁寧に作り上げました。
緊張したけど楽しく歩けまし
た」と笑顔で話していました。

人のうごき		
令和３年（2021年）12月1日現在

人　口 58,835 人 （ －39 ）
男 27,987 人 （ －19 ）
女 30,848 人 （ －20 ）

世帯数 25,069 世帯 （ ＋1 ）

※数値は令和２年国勢調査確報値
をもとに算出した推計人口（現住人
口）。外国人を含む。（	）内は対前月比。

11月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
112 112 31 70

海・山・人がつながり
笑顔で暮らせる元気なまち
リラックスタウン日向

◉講師　第 25 回若山牧水賞受賞者　谷岡　亜
あ き

紀　「牧水の酒」
　　　　第 26 回若山牧水受賞者　　黒瀬　珂

か ら ん

瀾　「牧水の現代性」
◉日時　２月 15 日㈫　午後３時開会
◉場所　市中央公民館ホール
◉申込方法　講演会参加希望者は、電話または FAX でお申し込みください。
◉締切　1 月 28 日㈮ ※募集枠に達した場合は、締切前でも募集を終了
問スポーツ・文化振興課若山牧水・文化振興係☎ 66・1038　FAX54・2189

第 26 回若山牧水賞　受賞記念講演会

・
海
野
優ゆ
う
さ
ん（
寺
迫
小
６
年
）

夏
の
朝
と
な
り
で
何
か
が
あ
ば
れ
て
る

そ
う
じ
き
持
っ
た
お
母
さ
ん
だ
っ
た

◉
優
良
賞

・
本
田
京け
い
の
す
け

之
輔
さ
ん（
日
知
屋
東
小
４
年
）

友
だ
ち
と
け
ん
か
を
や
っ
て
縁
き
っ
た
。

心
の
中
で
は
あ
や
ま
り
た
い
。

・
黒
木
理り

お央
さ
ん（
財
光
寺
南
小
３
年
）

お
母
さ
ん
せ
ん
た
く
物
を
た
た
ん
で
る

わ
た
し
も
手
つ
だ
う
し
り
と
り
し
な
が
ら

・
甲
斐
心こ

の

み
乃
美
さ
ん（
富
高
小
３
年
）

な
ぜ
だ
ろ
う
休
み
の
日
だ
け
早
お
き
な

わ
た
し
の
中
の
目
ざ
ま
し
時
計

参加
無料

第
11
回
青
の
國
牧
水
短
歌
大
会

青
の
國
短
歌
大
賞
決
ま
る

　
今
大
会
に
は
、
全
国
44
都
道
府
県
お
よ
び
海
外
の
皆
さ
ん
や
県
内
の
小
中
高
生
か
ら
、
５
部
門
に

５
６
１
０
首
の
応
募
が
あ
り
、
歌
人
の
伊
藤
一
彦
さ
ん（
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
館
長
）、
大
口
玲
子
さ
ん（
第

17
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
者
）に
よ
る
審
査
の
結
果
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
青
の
國
短
歌
大
賞
】　
鈴
木
み
ち
子
さ
ん（
綾
町
）

恋
人
と
呼
び
た
き
男
が
片
手
ほ
ど
書
架
の
名
作
全
集
に
棲
む

そ
の
他
市
内
上
位
入
賞
者


